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免疫チェックポイント機構の
原理解明とその応用

岡崎拓先生は、抑制性免疫補助受容体・PD-1に関する研究を長年に亘り取り組んで
こられ、免疫制御研究の最前線を牽引されてきました。特にPD-L1とCD80によるシ
ス結合という新たな免疫制御機構の発見、シス結合を標的とした革新的な自己免疫疾
患治療法の開発、LAG-3による免疫抑制機構の解明など、免疫補助受容体を中心とし
た免疫制御メカニズムを次々と明らかにし、がん免疫・自己免疫研究分野に多大な貢
献をされています。

多くの皆様のご参加を心よりお待ちしております。
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